
＼ 仲間とともに、地域とともに ／

5822044 三代愛華



「松江市には遊ぶ場所がない。」

地元の学生たちは高校生・大学生問わず多くの人が

このように地元には楽しみがないと嘆いている。

そこで松江市にゆかりのある大学生を中心に

運営して、実施するお祭りのことである。

2023年から実施している。



①学生がチャレンジする機会を提供

松江市出身の大学生・高校生が自ら主体的に活動し「祭」を創り上げるという

活動を通して、新たに一歩踏み出してチャレンジするための機会の提供を目指す。

②学生同士の繋がりづくりを促進

高校生・大学生が共同してプロジェクトをすることで学生同士の

縦横のゆるやかなつながり形成を目指す。

③地域の市民同士の交流の場を創出

地元で活躍する社会人や団体を巻き込んで学生祭を実施することによって、

地元である松江市を盛り上げ、市民同士の交流の場の創出を目指す。



Matsue学生祭の企画・運営を行い、当日に向けて準備および

当日に向けて準備および当日のイベントの円滑な運営を目指す。

高校生から大学生まで同世代のつながりを構築し、楽しく

所属感のあるコミュニティをつくり、学生の活動を盛り上げて

いくことを目指す。



行政手続き

協賛

保険契約

保健所・

消防署手続き

出店者・出演者

募集
学校営業

抽選会
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企画
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学生自身で

実施

学生自身で

実施



カフェ出店の知識を学びながら、

学生が考える理想のカフェを形にする

プロジェクト

Matsue学生祭への出店を目指して活動する





750人

3,000人

目標5,000人





（単位：万円）（単位：組）



・実行委員は多くの挑戦ができる

→普段の学生生活ではできない経験ができる

→自分自身の新たな「強み」が見つかる

・学生の輝く場を創出

→理想の「カフェ」を実現

→部活動・サークルの成果を発表する場の提供

・地域住民の繋がり創出



2023年 実行委員会企画部
→謎解きイベントや抽選会の企画・運営

学生カフェ「Niziiro Pancake」

2024年 運営部 部長
→出店者募集、行政手続き、保険契約、備品準備

学生カフェ「missy’s スープ」

2025年 実行委員長
→全体統括

学生カフェ「米から始まる島根の魅力」



立ち上げからの

変革

着実に大きく

なっていくこと

チーム

マネジメント

大胆な

挑戦

悩み・課題

嬉しいこと

支援者

増加

仕事の

複雑化

物価高騰

トライ&

エラー

そっと

見守ってくれる

存在

メンバーの

入れ替わり
後継者

問題



地域とともに住民とともに

メンバーとともに

進化し続ける

学生祭を作りたい。

2025年3月9日（日） 

旧県立プール跡地

（松江市学園南1丁目23）
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旧県立プール跡地
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